
尾張旭市議会議長殿

一般質問(代表

尾張旭市議会会議規則第50条第1項の規定により12月定例会において別紙

のとおり質問したいので通知Lます。

なお、質問事項の件数及び質問方法は、下記のとおりです。
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別紙                    氏 名 市原 誠二    

質 問 事 項

№ １  

部活動の地域移行における民間団体との連携について

要

旨

部活動の地域移行を進めるに当たり、地域資源となる民間団体と積極的に

連携することが重要であると考えます。地域の企業や団体からの支援を活用

することで、部活動の質を向上させるとともに、教職員の負担軽減はもとよ

り、子どもたちと地域社会との結び付きも強化することができます。

そこで、以下の３点について伺います。

（１）部活動の地域移行における民間団体との連携状況について

（２）民間団体との連携に向けた課題と対策について

（３）部活動支援につながる民間団体との連携強化について

                       ※ 申し合わせ事項に留意する。
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別紙                    氏 名 市原 誠二    

質 問 事 項

№ ２  

会計年度任用職員の再度の任用における任用回数の上限撤廃

について

要

旨

公務の場で非正規で働く会計年度任用職員の再度の任用に際し、任用回数

の上限を撤廃することを求めます。会計年度任用職員は、行政サービスの現

場で重要な役割を担っており、その経験とスキルを継続的に活用することが

求められます。

なお、現在でも「勤務成績が良好な場合は、翌年度に再度の任用を行う可

能性があります」との文言もありますが、評価のばらつきにより適切に適用

されないおそれがあります。

任用回数の上限の撤廃を明記することで、安定した雇用環境を職員に提供

し、モチベーション向上とサービスの質の向上を図ることができると考え、

以下の３点について伺います。

（１）会計年度任用職員の現状（上限回数）と上限撤廃ついて

（２）任用回数の上限撤廃がもたらす効果について

（３）「勤務成績が良好でない場合」の判断の客観性について

                      ※ 申し合わせ事項に留意する。
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別紙                    氏 名 市原 誠二    

質 問 事 項

№ ３  

災害に強い通信手段(スターリンク)の導入について

要

旨

大規模災害時の正確な情報の入手や連絡手段確保のために、二重三重の対

策を講じておくことが重要です。津波により沿岸部の発電所が停止し、電気

の供給が不安定になる場合や庁舎の損傷や傾きにより非常用の通信アンテナ

を用いた通信ができなくなる事態も想定するべきと考えます。

東日本大震災などの経験からも、災害時には通信手段の確保が非常に重要

であることが分かっています。これらの災害では、想定を超え、通信インフ

ラが破壊され、多くの自治体が情報を受発信する手段を失いました。（能登

半島地震では、災害発生後にスターリンクが持ち込まれ携帯電話基地局が稼

働しない中、通信環境の確保につながったとの報道もあります。）

こうした事態に備え、本市ではすでに衛星携帯電話を導入していますが、

さらなる通信手段の多様化と強化が必要と考えます。

そこで、以下の３点について伺います。

（１）尾張旭市における災害時の通信手段の現状と課題について

（２）更なる通信手段（衛星によるインターネット接続サービス「スター

リンク」）の確保について

（３）避難所（小中学校など）へのスターリンクの配備について

                       ※ 申し合わせ事項に留意する。


